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琉球列島に生息する単体性内ll工動物の比較組織学的研究：

属間分類形質としての「足」の構造
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単体性内肛動物の体の基部には足(foot)と呼ばれる付着器官がある。この足を介して

彼らは宿主動物（ゴカイ類・カイメン類・コケムシ類など）や、石や死サンゴ片等の多

様な基質に付着して生活している。吸盤のような足を使い基質に着いたり離れたりを繰

り返し移動する種もあればミナメクジのような足を持ち静かに基質上を這う種もある。

また、ある時期に足を失い基質上に固着する種も少なくない。このように足を巡る彼ら

の生態は多様であり、その構造にも外観で区別がつくいくつかのパターンが見られる。

この構造の違いは単体性内肛動物の属を区別する分類形質として最も重要視される。し

かし、このように重要な形質であるにも関わらず、その構造を組織学的に調べた例は極

めて少なく、現行の分類を再検討することはできなかった。

本研究では、単体性内肛動物の１）足を構成する細胞種を明確に捉え、２）足の構造

から見た各属の特徴を明確に記述し、３）属間での足構造の相同性や相違点について論

じることを目的に、４属４種(ｍｍｓｏ"2a"no/ｍｉｓ;ＬｏｍｓＤ"７ｓ〃asZmnatq上MmllaLommi“

"izug豆"､a印sisLQ′mcQm"eaIIaY：Ｌ」HlQmIisのみ能登半島で採集、他はitP縄本島で

採集）の足を組織学的・超微細構造学的に観察し比較した。その結果全種の足に類似し

た分泌願粒を含んだ分泌細胞が見られ、器官としての相同性が示唆された。一方で、分

泌細胞が集合した足腺と呼べる構造はLoXnsO"､aを除く３属に見られ、ＬｏｍＣＯｍ'7eでは

中央に劉同が見られた。足の裏を前後に走る足溝はLoxnspm1ezzaとLoxDcozmeのみに

見られ、両種とも足溝に沿って並ぶ細胞群が確認できた。また、感覚毛を持つ細胞が

LamsD"､aの足裏、側面、背面、およびLQxDcozmeの足腺の開口部に見られた。このよ

うに、各種の足構造の違いを細胞レベルで捉え、詳細な比較が可能となった。しかし、

今回は各属１種のみの観察なので各属の足構造の一般性については論じられない｡今後、

観察する種数を増やせば、各属の中でも種問の違いが見られる可能性もあり、分類の再

検討や属間の系統推定が行っていけるだろう。


